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警 察 庁 丙 規 発 第 ８ 号 、 丙 交 企 発 第 ２ ０ 号各 地 方 機 関 の 長
殿

各都道府県警察の長 平成１６年２月１６日

（参考送付先） 警 察 庁 交 通 局 長

庁内各局部課長

各附属機関の長

道路交通法施行令の一部を改正する政令の施行に伴う交通警察の運営について

道路交通法施行令の一部を改正する政令（平成１６年政令第２２号。以下「改正政

令」という。）は、平成１６年２月１６日に公布され、本年３月１日から施行される

こととなった（別添１参照）。

改正規定の趣旨、内容及び事務処理上の留意事項は下記のとおりであるので、関係

事務の運営に遺憾のないようにされたい。

なお、この通達において、「法」とは道路交通法（昭和３５年法律第１０５号）を、

「令」とは改正政令による改正前の道路交通法施行令（昭和３５年政令第２７０号）

をいうものとする。

記

１ 趣旨

法第５７条第１項及び令第２２条第３号ハの規定により、自動車（大型自動二輪

車、普通自動二輪車及び小型特殊自動車並びに一定の普通自動車を除く。）の積載

物の高さにその自動車の積載をする場所の高さを加えた高さ（以下「車高」とい

う。）は３．８メートルを超えてはならないこととされている。

この車高の制限について、「規制改革推進３か年計画（再改定）」（平成１５年

３月２８日閣議決定）において、「積載時の車高が３．８ｍを超える車両（コンテ

ナや完成自動車を運搬する車高４．１ｍの車両等）の通行に関し、安全性を確保し

つつ物流を効率化するための車高規制の見直しについて検討し、実施する」ことと

された。

そこで、従来から、車高が約４．１ｍとなる９フィート６インチ背高海上コンテ

ナを積載した自動車については、道路又は交通の状況により支障がないと認められ

る道路を通行する場合に、制限外積載許可（法第５７条第３項の規定による警察署

長の許可をいう。以下同じ。）の対象としていたことも踏まえ、車高の制限を３．

８メートル以上４．１メートルを超えない範囲内において都道府県公安委員会が定

める高さにすることができることとしたものである。

２ 内容



令第２２条第３号ハを改正し、都道府県公安委員会が道路又は交通の状況により

支障がないと認めて定める自動車の積載物の高さの制限を３．８メートル以上４．

１メートルを超えない範囲内において都道府県公安委員会が定める高さからその自

動車の積載をする場所の高さを減じたものに改めた。

３ 留意事項

(1) 都道府県公安委員会規則の改正

車高が約４．１メートルとなる９フィート６インチ背高海上コンテナを積載し

た自動車について、従来、制限外積載許可を与えて通行を認めていた実態を踏ま

えて都道府県公安委員会規則を改正すること。

なお、この点に関して、改正政令の施行と併せて車両制限令の一部を改正する

政令（平成１６年政令第２３号。別添２）が施行され、道路管理者が道路の構造

の保全及び交通の危険の防止上支障がないと認めて指定した道路を通行する車両

については、車高の制限を３．８メートルから４．１メートルに引き上げること

とされているので、留意されたい。

(2) 法令遵守・安全確保に向けた取組みについての広報啓発の推進

改正政令の施行により、都道府県公安委員会規則が定められた場合には、車高

が４．１メートルを超えない自動車については、制限外積載許可を受けることな

く通行することが可能となる。これに伴い、(社)日本経済団体連合会、(社)全日

本トラック協会、(社)日本自動車工業会及び(社)日本自動車車体工業会は、車高

の制限についての法令遵守・安全確保に向けた取組みを強化することとしている

ところであり、各都道府県警察においても、関係業界等に対して、改正政令の周

知を図るとともに、法令遵守・安全確保に向けた取組みの強化について重点的に

広報啓発を推進すること。
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（
道
路
交
通
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
）

○
道
路
交
通
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
二
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七
十
号
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

現

行

（
自
動
車
の
乗
車
又
は
積
載
の
制
限
）

（
自
動
車
の
乗
車
又
は
積
載
の
制
限
）

第
二
十
二
条

自
動
車
の
法
第
五
十
七
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
乗
車
人
員
又
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積
載

第
二
十
二
条

自
動
車
の
法
第
五
十
七
条
第
一
項
の
政
令
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め
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乗
車
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又
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積
載

物
の
重
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き
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は
積
載
の
方
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、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ

物
の
重
量
、
大
き
さ
若
し
く
は
積
載
の
方
法
の
制
限
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

に
よ
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

積
載
物
の
長
さ
、
幅
又
は
高
さ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
長
さ
、
幅
又
は
高
さ

三

積
載
物
の
長
さ
、
幅
又
は
高
さ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
掲
げ
る
長
さ
、
幅
又
は
高
さ

を
超
え
な
い
こ
と
。

を
超
え
な
い
こ
と
。

イ
・
ロ

（
略
）

イ
・
ロ

（
略
）

ハ

高
さ

三
・
八
メ
ー
ト
ル
（
大
型
自
動
二
輪
車
、
普
通
自
動
二
輪
車
及
び
小
型

ハ

高
さ

三
・
八
メ
ー
ト
ル
（
三
輪
の
普
通
自
動
車
並
び
に
そ
の
他
の
普
通
自
動

特
殊
自
動
車
に
あ
つ
て
は
二
メ
ー
ト
ル
、
三
輪
の
普
通
自
動
車
並
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に
そ
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他
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車
で
車
体
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原
動
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大
き
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を
基
準
と
し
て
内
閣
府
令
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定
め
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も
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に
あ

普
通
自
動
車
で
車
体
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び
原
動
機
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大
き
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基
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と
し
て
内
閣
府
令
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め
る

つ
て
は
二
・
五
メ
ー
ト
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、
大
型
自
動
二
輪
車
、
普
通
自
動
二
輪
車
及
び
小
型
特

も
の
に
あ
つ
て
は
二
・
五
メ
ー
ト
ル
、
そ
の
他
の
自
動
車
で
公
安
委
員
会
が
道
路

殊
自
動
車
に
あ
つ
て
は
二
メ
ー
ト
ル
）
か
ら
そ
の
自
動
車
の
積
載
を
す
る
場
所
の

又
は
交
通
の
状
況
に
よ
り
支
障
が
な
い
と
認
め
て
定
め
る
も
の
に
あ
つ
て
は
三
・

高
さ
を
減
じ
た
も
の

八
メ
ー
ト
ル
以
上
四
・
一
メ
ー
ト
ル
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
公
安
委
員
会

が
定
め
る
高
さ
）
か
ら
そ
の
自
動
車
の
積
載
を
す
る
場
所
の
高
さ
を
減
じ
た
も
の

四

（
略
）

四

（
略
）





車
両
制
限
令
の
一
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を
改
正
す
る
政
令
新
旧
対
照
条
文

○

車
両
制
限
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
二
百
六
十
五
号
）

（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

現

行

（
車
両
の
幅
等
の
最
高
限
度
）

（
車
両
の
幅
等
の
最
高
限
度
）

第
三
条

法
第
四
十
七
条
第
一
項
の
車
両
の
幅
、
重
量
、
高
さ
、
長
さ
及
び
最
小

第
三
条

法
第
四
十
七
条
第
一
項
の
車
両
の
幅
、
重
量
、
高
さ
、
長
さ
及
び
最
小

回
転
半
径
の
最
高
限
度
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

回
転
半
径
の
最
高
限
度
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
・
二

略

一
・
二

略

三

高
さ

道
路
管
理
者
が
道
路
の
構
造
の
保
全
及
び
交
通
の
危
険
の
防
止
上

三

高
さ

三
・
八
メ
ー
ト
ル

支
障
が
な
い
と
認
め
て
指
定
し
た
道
路
を
通
行
す
る
車
両
に
あ
つ
て
は
四
・

一
メ
ー
ト
ル
、
そ
の
他
の
道
路
を
通
行
す
る
車
両
に
あ
つ
て
は
三
・
八
メ
ー

ト
ル

四
・
五

略

四
・
五

略

２
・
３

略

２
・
３

略

（
通
行
方
法
の
制
限
）

（
通
行
方
法
の
制
限
）

第
十
条

第
三
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
道
路
に
つ
い
て

第
十
条

、
高
さ
が
三
・
八
メ
ー
ト
ル
を
超
え
四
・
一
メ
ー
ト
ル
以
下
の
車
両
に
関
し
、

道
路
管
理
者
が
当
該
道
路
の
構
造
を
保
全
し
、
又
は
交
通
の
危
険
を
防
止
す
る

た
め
必
要
と
認
め
ら
れ
る
路
肩
の
通
行
の
禁
止
そ
の
他
の
通
行
方
法
を
定
め
た

と
き
は
、
当
該
道
路
を
通
行
す
る
当
該
車
両
は
、
当
該
通
行
方
法
に
よ
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

２

第
七
条
第
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定
に
よ
り
車
両
の
総
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、
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重
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が
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る
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道
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が
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道
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の
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造
を
保

全
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、
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は
交
通
の
危
険
を
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す
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認
め
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そ
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、
又
は
交
通
の
危
険
を
防
止
す
る
た
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必
要
と
認
め
ら
れ
る
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行
そ
の
他

の
通
行
方
法
を
定
め
た
と
き
は
、
当
該
道
路
を
通
行
す
る
車
両
は
、
当
該
通
行

の
通
行
方
法
を
定
め
た
と
き
は
、
当
該
道
路
を
通
行
す
る
車
両
は
、
当
該
通
行

方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

方
法
に
よ
ら
な
け
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ば
な
ら
な
い
。

（
緊
急
自
動
車
等
の
特
例
）

（
緊
急
自
動
車
等
の
特
例
）

第
十
四
条

略

第
十
四
条

略

２

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
公
益
上
緊
要
な
用
務
の
た
め
に
通
行
す
る

２

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
公
益
上
緊
要
な
用
務
の
た
め
に
通
行
す
る

国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
車
両
で
、
道
路
の
構
造
の
保
全
の
た
め
の
必
要
な
措

国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
車
両
で
、
道
路
の
構
造
の
保
全
の
た
め
の
必
要
な
措

置
を
講
じ
て
通
行
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
五
条
か
ら
第
七
条
ま
で
、
第
九

置
を
講
じ
て
通
行
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
五
条
か
ら
第
七
条
ま
で
、
第
九

条
及
び
第
十
条
第
二
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

条
及
び
第
十
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。



○

道
路
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九
号
）

（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

現

行

（
道
路
管
理
者
の
権
限
の
代
行
）

（
道
路
管
理
者
の
権
限
の
代
行
）

第
四
条

法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
道
路
管
理
者

第
四
条

法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
道
路
管
理
者

に
代
わ
つ
て
行
う
権
限
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

に
代
わ
つ
て
行
う
権
限
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
～
二
十
一

略

一
～
二
十
一

略

二
十
二

車
両
制
限
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
二
百
六
十
五
号
）
第
七
条
第

二
十
二

車
両
制
限
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
二
百
六
十
五
号
）
第
七
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
車
両
の
総
重
量
、
軸
重
又
は
輪
荷
重
の
限
度
を
定
め
、

二
項
の
規
定
に
よ
り
車
両
の
総
重
量
、
軸
重
又
は
輪
荷
重
の
限
度
を
定
め
、

及
び
同
令
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
通
行
方
法
を
定
め
る
こ
と
。

及
び
同
令
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
通
行
方
法
を
定
め
る
こ
と
。

二
十
三
・
二
十
四

略

二
十
三
・
二
十
四

略

２

略

２

略



○

道
路
整
備
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）

（
抄
）

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

現

行

（
車
両
制
限
令
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
の
読
替
規
定
）

（
車
両
制
限
令
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
の
読
替
規
定
）

第
八
条

法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
車
両
制
限
令
（
昭
和
三
十
六
年
政

第
八
条

法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
車
両
制
限
令
（
昭
和
三
十
六
年
政

令
第
二
百
六
十
五
号
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
令
第
三
条
第
一
項
第

令
第
二
百
六
十
五
号
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
令
第
三
条
第
一
項
第

二
号
イ
及
び
第
三
号
、
第
五
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
六
条
第
一
項
、
第
七

二
号
イ
、
第
五
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
六
条
第
一
項
、
第
七
条
並
び
に
第

条
並
び
に
第
十
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
の
規
定
中
「
道
路
管
理
者
」
と
あ
る
の

十
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
の
規
定
中
「
道
路
管
理
者
」
と
あ
る
の
は
「
公
団
等

は
「
公
団
等
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。


